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最先端研究探訪 P7
薬学部 教授 大髙 章

研究室へようこそ P9
生物資源産業学部 教授 中澤 慶久

魅力ある授業 P11
総合科学部 准教授 渡邉 克典

My Campus Life P13
大学院薬学研究科 創薬科学専攻 博士後期課程 1年 
髙橋 朔良
生物資源産業学部 生物資源産業学科 4年 
福井 崇人
海外体験記 P15
歯学部 歯学科 4年 橋本 薫

My Life in Tokushima P16
大学院創成科学研究科 理工学専攻 2年 

NUR FATIHAH BINTI ROSLI 
（ヌル ファティハ ビンティ ロスリ）［マレーシア］

先輩に続け P17
徳島大学病院 医療技術部臨床検査技術部門検査部  
村田 梨菜
ヘルスケア P18
キャンパスライフ健康支援センター 保健管理部門 教授  
曽我部 正弘

サークル紹介 P19 
陸上競技部 / 書道部 / 競技かるた部 / 硬式野球部

徳大生大活躍 P22

徳大ニュース P23

ガレリア新蔵展示室 /
学生団体支援チャリティーイベント / 
徳島大学の広報紹介 P25

読者の言葉 P26

徳島大学基金 / 編集後記

  徳島大学の 

 アントレプレナーシップ教育

特集

徳島大学
基金 
人・地域をはぐくみ
未来をつくる

　皆さまには、平素から徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々なご支援・ご理解を賜り、
誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新しい時代と社会の課題に応え
うる教育・研究の充実を図って参ります。徳島大学が将来にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を
精進していくには、長期的に安定した財務基盤の強化、基金の充実が不可欠です。教職員はもとより、卒業生、
保護者の方 を々はじめ、個人、企業、団体などの皆様におかれましては、温かいご支援とご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     徳島大学長   河村 保彦

　コロナ禍・物価高騰などの影響により生活に困窮する学生を

支援するために、生活圏のスーパーで食品や生活用品を購入

できるクーポン（5,000円分）を配付しました。支援者114名の
皆さまから賜ったご支援を原資の一部として、615名の学生へ
の支援が実施できました。※大学発クラウドファンディングサイト

『Otsucle』にて2022年8月30日から10月16日まで実施

　医学部運動機能外科学の山下特任准教授が側弯症学校

検診で早期発見に必要な医療機器を導入する新しい学校検診

システムの確立を目指し、プロジェクトを立ち上げました。

　クラウドファンディング（※）により、204名の皆さまからご支援
を賜りました。いただいたご支援とご声援をもとに、今後、研究を

実施していきます。
※大学発クラウドファンディングサイト『Otsucle』にて2022年8月30日から
11月30日まで実施

新しい側弯症学校検診
プロジェクト～早期発
見、早期治療で子どもた
ちの負担を減らしたい！
プロジェクトを実施
 （教育・研究・社会貢献事業により   
 2022年実施）

伊藤  圭一  様　 植村     新    様      遠藤  善紀  様　金村 周光  様　川下  正輝  様　 河田     純    様　河野  敏隆  様　
小西  弘人  様　 高橋  義典  様　 田中     保     様　田中    敏    様　藤原  信利  様　 美井野  優  様　 宮村  幸雄  様　
山口  勝己  様　 吉田     剛    様

株式会社エー・ディー・ワークス 様　株式会社徳島大正銀行 様　三和プラントエンジニアリング株式会社 様

　2022年7月から9月までの間に、徳島大学基金にご寄附をいただいた皆さまのご芳名をご紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

寄附者のご紹介

　上記のほか、公開を希望されない方30名及び9法人・団体様からご寄附をいただきました。
お気づきの点がございましたら、おそれいりますが、下記お問い合わせ先までご連絡いただけますようお願いいたします。

〈個人の皆様 五十音順 〉

〈法人・団体の皆様 〉

活用事例                   皆さまからの温かいご支援を活用させていただきました。ありがとうございました。

皆さまの支援を学生へ
届ける「たくす応援」
プロジェクトを実施
 （教育・研究・社会貢献事業により
 2022年実施）

クーぽん贈呈式・学長懇談の様子
（11月10日実施）

　徳島大学へのご寄付には税法上の優
遇措置が適用されます。別途お送りする
領収書を控除証明書として確定申告書
に添付し、所轄税務署へご提出ください。

基金の申込方法 税制上の
優遇措置

詳細はこちら 詳細はこちら

お問い合わせ先 徳島大学 総務部未来創造課
電話： 088 - 656 -9979   E-mail： dosok ik ink@tokushima-u.ac.jp

徳大広報とくtalk No.190をお読みいただきありがとうございます。
ご意見ご感想は下記にお寄せください。
発行:  徳島大学総務部未来創造課  徳島市新蔵町2-24 
〒770-8501  TEL： 088-656-7021
E-mail: koho@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/about/publicity/toku_talk
発行日: 2023年1月 本誌は年4回（4月、7月、10月、1月）発行 
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世
間
で
は
4
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
了
し
、
そ
の
余
韻
も
そ

ろ
そ
ろ
終
わ
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
の
プ
レ
ー
を
見
る
と
、
こ
れ
は
才
能
な

の
か
そ
れ
と
も
教
育
の
賜
な
の
か
と
考
え
る
ま

で
も
な
く
、
こ
れ
は
才
能
で
し
ょ
う
と
思
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
き
ら
び
や
か
な
才

能
が
あ
っ
た
と
し
て
も
必
ず
し
も
全
て
の
人
が

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
の
も
事
実
で
す
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
才
能

に
ち
ょ
っ
と
し
た
方
向
性
を
与
え
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
、
教
育
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
本
号
の
特
集
で
あ
る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
に
関
し
て
、
本
学
の
学
生
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
才
能
を
後
押
し
で
き
る
多
様
な
メ

ニ
ュ
ー
が
本
学
に
は
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た
人
材
の
出
現

を
楽
し
み
に
し
た
い
で
す
。

徳大広報
とくtalk

徳島大学
ホームページ

課題を打破する人材育成
P1

　徳島大学基金はインターネットから寄附を受
け付けています。ご支援は、クレジットカード、イ
ンターネットバンキング（ペイジー）、コンビニ決
済をご用意しています。書面での寄附申込を希
望される場合は、徳島大学総務部未来創造課
（tel:088-656-9979）までご連絡ください。
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昨
今
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（entre-

preneur

）」
や
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
（entrepreneurship

）」
と
い
う
用
語

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
手
元
のW

eb-
ster ’s

英
英
辞
典
を
見
ま
す
と
、
こ
の

用
語
は
フ
ラ
ン
ス
古
語
を
元
と
し
、
上

枠
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、「
起

業
家
」、「
起
業
家
精
神
」
な
ど
と
和
訳

さ
れ
ま
す
。
同
辞
典
に
よ
れ
ば
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は “

O
ne w

ho or-
ganizes, operates, and assum

es 
the risk in a business venture in 
expectation of gaining the profit. ” 

と
の
こ
と
で
す
。

で
は
、
最
近
な
ぜ
こ
う
し
た
用
語
が

大
学
教
育
の
一
つ
の
重
要
な
部
分
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
20
世
紀
後
半
に
我
が
国

は
高
度
成
長
期
か
ら
経
済
バ
ブ
ル
の
崩

壊
を
経
て
、
現
在
国
の
経
済
力
は
停
滞

し
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加

え
て
、
昨
今
は
地
球
規
模
の
気
候
変
動

や
自
然
災
害
、
紛
争
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
熱

と
い
っ
た
人
・
鳥
獣
の
感
染
症
な
ど
大

き
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。一
方
、

わ
が
国
の
か
つ
て
の
高
度
成
長
期
に

お
い
て
は
、
社
会
学
者Ezra F. Vogel

の
著
書 “

Japan as N
um

ber O
ne: 

Lessons for Am
erica (1979)”

に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
的
な
経
営
は
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
日
本
の
状
況
は
遅
々
と
し
て
進
ま

ず
、い
わ
ゆ
る
「
成
長
の
罠
」
に
は
ま
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、
社
会
と

世
界
の
変
化
を
受
け
て
鋭
敏
に
変
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
ま
で

の
栄
光
に
囚
わ
れ
変
わ
ら
な
い
、
変
わ

れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
れ
を

打
破
し
よ
う
と
す
る
の
が
「
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
慣
習
を
打
ち
破
り
、
新
た

な
事
業
を
起
こ
し
て
一
歩
ず
つ
社
会
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
― 

初
め
は
小

さ
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
の
具
現
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
徳
島
大

学
で
は
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
を
充
実
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、

こ
の
教
育
を
特
集
し
ま
す
。
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
そ
の
学
び
を
通
じ
て
自
ら

も
担
い
手
と
な
り
時
代
を
刷
新
す
る
べ

く
活
躍
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
ま
た
読

者
の
皆
様
に
は
本
学
の
取
り
組
み
を
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
育
成
に
ご
支
援
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
緒
言
と
致
し
ま
す
。

徳島大学の 
アントレプレナーシップ教育

特集 徳島大学のアントレプレナーシップ教育

　事業を起こす人物、つまり起業家は、ニーズを元に自分が実現したい世界をイメージし、それを実現させるために

具体的な製品、サービスを考え、社会に普及させていくことで社会変革をリードする人材です。

　アントレプレナーシップ（entrepreneurship）とは、「事業を検討し、実現させる過程で必要となる考え方や能力、

態度」のことを指し、日本語では「起業家（企業家）精神」と一般的に訳されます。ですが今日では、

アントレプレナーシップは起業家だけに必要なものではなく、企業人や公務員、研究者など、社会で困難な

課題に挑戦するあらゆる人材において重要な考え方であるとみなされるようになってきました。

　現代の日本や世界には多くの課題を抱えていることから、アントレプレナーシップを有する優れた人材を

育成することが求められています。

Entrepreneurship education at Tokushima University

―世界の諸課題を解決する能力に優れた人材育成、
   それがアントレプレナーシップ―
    What is entrepreneurship?

特集

進
取
の
気
風 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

学長

河村 保彦 （かわむら やすひこ）

教養教育院 准教授 北岡 和義 （きたおか かずよし）

「
次
世
代
事
業
創
造
実
践
」と
は
？

　

事
業
計
画
の
作
成
や
資
金
提
供
を
行

う
投
資
家
と
の
交
渉
、
商
品
サ
ー
ビ
ス

の
定
義
、
販
売
活
動
、
決
算
書
の
作

成
、
株
式
総
会
の
開
催
と
い
っ
た
、
実

社
会
で
事
業
を
起
こ
し
、
実
践
す
る
際

に
必
須
と
な
る
一
連
の
活
動
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
事
業
を
創
造
し
実

践
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知

識
と
経
験
を
習
得
す
る
た
め
の
授
業
。

　

今
年
度
は
8
月
か
ら
9
月
に
お
い
て

チ
ー
ム
結
成
、
事
業
計
画
の
策
定
と
商

品
開
発
、E
C
サ
イ
ト
の
制
作
を
行
い
、

10
月
に
は
事
業
実
践
、
そ
の
結
果
を

財
務
諸
表
に
ま
と
め
株
主
総
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
本
授
業
の
体
験
を

「
起
業
新
聞
」
に
ま
と
め
ま
す
。

到
達
目
標
は
2
点

①
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
自
ら
課

題
を
見
つ
け
、
解
決
す
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
を
体
験
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

創
造
力
、
行
動
力
、
判
断
力
な
ど
の
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
そ
の
実
現

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
習
得
す
る
。

②
実
際
の
事
業
活
動
実
践
を
通
じ
て
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
よ
り
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
。

多
様
な
ス
キ
ル
を
実
践
的
に
体
得 

産
業
院「
次
世
代
産
業
人
材
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

挑戦者紹介

［模擬株式会社］

株式会社 AlinkO
代表取締役
総合科学部 地域創生コース 2年 

林 果鈴 （はやし かりん）

［模擬株式会社］

アンアン株式会社
代表取締役
理工学部 自然科学コース 1年 

立石 佑弥  （たていし ゆうや） 経営理念
・子どもが食べるものに対する責任。
・阿南の魅力を知ってほしい。

事業予想
［売上］                   250,000円
［必要経費］             196,000円
［売上総利益］           54,000円

経営理念
・手に届く煌めきで、日常を美しく。
・女子学生の手に届く価格帯で、
 日々のファッションに煌めきを与える
 手軽な商品
・顧客に共感されるようなブランド作り

事業予想
［売上］　　　　　　120,000円
［必要経費］              60,000円
［売上総利益］          60,000円

　同じ世代の女性に自信や勇気を与えられるような事業を提

供したいと考え起業。多くの地方に住む大学生が悩む、「可

愛いものを身につけたい」「個性のあるファッションを楽しみ

たい」「でも使える資金は限られている」というニーズを汲み、

手が届く価格帯のハンドメイドアクセサリーを提供。ブランド名

「pour moi(プモア )」はフランス語で“私のために”とい
う意味。

　「アンアン」をローマ字で書くと「anan」となり、立石さ
んの出身地である徳島県阿南市に由来。阿南市の食を広

めることがコンセプト。さらに子育て世代に向けて、子ども

のために安全な食品を選んでほしいという想いも込めている。

そのため、地元企業サニーズファームに協力いただき、低

農薬な希少いちごを使ったジャムを提供。また、自分の好き

な写真をジャムの瓶にラベリングするサービスも行う。

事業内容
ジャムの仕入れ販売
社員数
3名

事業内容
ハンドメイドアクセサリー製作販売
社員数
3名
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4        事業推進チームの結成と課題設定

　あらゆる事業は一人だけでうまくいきません。様々な能力や個性を持った人材が

集まり、「チーム」を結成する必要があります。そこで、授業履修生の中でお互い

の興味、関心などを共有しながら自由にチームを結成します（今回は2チームが組
成されました）。チーム結成後は、メンバー間で実現したい社会や解決したい課題、

具体的な顧客などについて共有し、どのような事業を行うかをイメージしていきます。

また、この時に事業において考えなければならない法律などについてもレクチャーを

行います。

          株主総会と起業新聞

　1か月の事業実践の成果を株主総会の場で報告します。株主総会では、設定された事業計画
と実際の事業結果を、先に作成した財務諸表を基に株主に対して示していきます。事業の進捗に

よっては株主から厳しい指摘があることも。株主から事業報告の承認を受けた後、模擬会社の財産

（売り上げや残った資本金）は株式の比率に合わせて株主に分配した上で模擬会社は解散とな

ります。事業実践が終わった後に、この経験を通じて何を学んだのか、得たものは何かを「起業新

聞」として授業履修生各自でまとめます。たった4カ月の実践期間ではあっても、その体験は実際の
起業そのものと大きく変わりません。この場を通じた感じた悩みや苦しみ、そして喜びが、これからの

学びをより深くするものになるのではないでしょうか。皆さんお疲れさまでした！

         事業計画の策定と模擬会社設立、
         商品開発

　続いて、事業のイメージから事業計画の策定、発表を行い

ます。事業予想は未来のことなので確実なことは何もありませ

んが、想定される顧客数や商品単価と原価、販売や事業の

運営に必要な販売管理費などを積み上げていくことで具体的

な数字に落としていきます。この事業計画を発表後に模擬会

社が設立され、事業計画を実現に導く具体的な商品開発を行

います。自分たちで商品を開発するか、既存の商品を取り扱

うかも各チームの方針により決定されます。

        事業実践と財務諸表の作成

　策定された事業計画を基に、1か月の事業実践の開始です。販売方法はインターネットを通じた
通販（EC）を基本として、希望に応じて対面販売を行います。ECはSNS等を通じた広告宣伝が
重要となりますので、各チーム対象顧客に応じた宣伝活動を実施すると同時に、売上やSNSの
フォロワー数、サイトビュー数等を基に次の展開を検討していきます。また、対面販売を行うチーム

はどのような場所で販売を行うのか、どのような接客を行うのかも腕の見せ所です。事業期間終了

後には、実際の収入と支出とを反映した財務諸表（損益計算書、貸借対照表）を専門家の指導

の下作成します。

事業計画発表

AlinkO店頭販売写真

中間報告で村口先生からのア
ドバイスを受けるAlinkOのメ
ンバー

受講者全員に
授与された修了

証

修了証授与式の様子

法律解説

令和4年9月27日の徳島大学定例記者会見で、模擬株式会社AlinkOと、
模擬株式会社アンアンが、事業についての発表を行いました。

記者会見の様子は徳島大学公式YouTubeでご覧いただけます。ぜひご視聴ください。
《次世代産業人材創出プログラム》EC（電子商取引）による学生の事業実践について   
https://youtu.be/6AidwPUKap0s

第14回『起業新聞の
発表とまとめ』
最終授業は、事業を
実践した感想をまとめた
「起業新聞」を、全員
の前で発表しました。

特集 徳島大学のアントレプレナーシップ教育

次
世
代
事
業
創
造
実
践 

授
業
の
流
れ
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1 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
り
た
ち

ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は

2
0
1
4
年
に
徳
島
新
聞
社
の
提
案

に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
徳
島
新
聞
社

で
は
特
集
で
地
域
を
元
気
に
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
担
う
人
を
紹
介
し
て
い
て
、
大

学
で
こ
う
し
た
人
を
育
成
し
な
い
か
と

い
う
提
案
で
し
た
。
地
域
で
活
躍
し
て

い
た
人
な
ど
の
協
力
者
を
得
て
、
地
域

と
つ
な
が
り
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

小
さ
く
て
も
持
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
担

う
人
づ
く
り
の
場
を
試
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、
悩
ん
だ
挙
句

に
〝
ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
〞
に

決
ま
り
ま
し
た
。

初
年
度
は
本
学
が
県
西
部
に
開
設
し

た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
事
業
と
し

て
開
始
し
、
1
0
0
名
以
上
が
参
加

し
た
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
始
ま

り
、
数
十
人
の
勉
強
会
、
6
名
の
参
加

者
が
2
、
3
日
間
3
回
の
合
宿
で
実

際
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
画
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

2
年
目
か
ら
は
徳
島
県
信
用
保
証
協

会
の
協
力
が
加
わ
り
ま
す
。
同
協
会
は

融
資
保
証
の
金
融
支
援
だ
け
で
な
く
、

創
業
支
援
を
手
掛
け
て
い
て
、
創
業
を

目
指
す
人
を
多
く
支
援
し
て
い
ま
し

た
。
大
学
・
新
聞
社
・
協
会
の
三
者
が

得
意
分
野
を
生
か
す
共
創
事
業
（
図
１
）

と
な
り
ま
す
。

2 

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成

ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
社
会

人
の
起
業
者
支
援
の
場
で
す
が
、
大
学

院
生
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
特
論
」
の

受
講
生
、
教
養
科
目
「
実
践
・
地
域
創

生
学
」
の
受
講
生
も
授
業
の
一
部
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。 

ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
山

場
・
実
践
塾
で
は
、
信
用
保
証
協
会
の

支
援
部
に
創
業
相
談
を
し
て
い
る
人
が

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
招
聘
講
師
や
一
般

の
参
加
者
と
話
し
合
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
学
生
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
も
交
え
、
企
画
者
の
本
気
の

提
案
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、

思
わ
ず
応
援
し
た
く
な
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
本
気
度
が
高
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
昨
年
度
ま
で
7
年
間
の
取
り

組
み
で
実
際
に
創
業
し
た
人
は
34
人
に

達
し
て
い
ま
す
。
創
業
O
B
O
G
の

人
た
ち
の
話
や
生
活
を
聞
く
機
会
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
様
子
を
見
ら
れ
る

学
生
さ
ん
に
は
、
創
業
の
楽
し
さ
、
希

望
な
ど
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3 

地
域
の
共
創

ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
大

学
だ
け
で
な
く
、
信
用
保
証
協
会
の
機

能
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な
社
会
人
育
成

と
学
生
教
育
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
新

聞
社
に
は
会
告
や
特
集
記
事
で
そ
の
様

子
を
広
く
社
会
に
伝
え
る
役
目
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
に

社
会
人
と
学
生
が
交
流
す
る
地
域
の
共

創
の
学
び
の
場
が
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
し
ご
と
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

榎本 峰子さん （株式会社TABIJI、一般社団法人「旅の栞」代表）

　大分県出身の榎本さんは幼い頃に福祉に興味を持つようになり、介護の勉強を始
め、20年近く現場に携わる中で「諦めや苦しみ」に気づき、経験を活かしたいと2017
年に（株）TABIJIを設立されました。まちしごとファクトリーには同じ2017年に参加さ
れ、障がいのある人が安心して宿泊できる旅館を開業したいというビジョンを企画され
ていました。その中で、「諦める世の中から選択できる世の中へ」を理念として、就労継
続支援事業所「ゆいたび」を開所、2019年には、阿波市に「民宿 旅の途中」をオー
プンし旅行を諦めている人が宿泊して楽しめる宿を運営されています。

民宿・旅の途中の玄関で
（ご本人のFacebookから）

スマートフォン教室での活動写真

まちしごとファクトリー卒業生の紹介

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

山
中 

英
生  

（
や
ま
な
か 

ひ
で
お
）

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

段
野 

聡
子  （
だ
ん
の 

さ
と
こ
）

人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー 

教
授

矢
部 

拓
也  （
や
べ 

た
く
や
）

徳島大学でアントレプレナーシップを学び、
大学発ベンチャー企業を起こした先輩たち
※本学は、平成28年11月に徳島大学発ベンチャー認定制度を制定し、大学発ベンチャーの円滑かつ適正な支援を行っています。

株式会社 GoFer

　“新たな一歩を踏み出そうとする徳島の中小企業を応援します”。これが、

株式会社OSATOのモットーです。OSATOという名前は「One Step 
Ahead T Ogether」（共に一歩先へ）という英語、また徳島が、徳島に
関わる全ての人にとっての“御里”であることに由来しています。私たちは中

小企業に焦点を当て、現状維持に満足せず新たなチャレンジに踏み出そうと

する中小企業を、新商品を学生との共同開発という方法で支援します。学生・

若者向けの商品を開発したい企業などに対して、最新の流行に敏感な学生

の知識に加え、経営学を学ぶ学生の意見を提供します。先日、徳島にある

和菓子屋の商品に対してのアンケート調査を実施しました。私自身大学では

経営学を学んでいますが、文系学生は座学が多く、学んだ知識を実践する場

が十分ではありません。OSATOでこの課題を解決することは、学生と企業
の間に相互にメリットがあると考えます。会社としてはまだまだ始まったばかりで

すが、徳島の中小企業活性化の力になるため、株式会社OSATOは一歩
を踏み出します。

　株式会社GoFerは「シニア世代をネット世界へ」という理念のもと2020
年 7月に設立した高齢者向けのインターネット教育を行う会社です。現在、
住宅の IoT化推進事業や徳島県内 17市町村でのスマートフォン教室、徳
島市内のコワーキングスペースでのインターネット教室の運営等をしています。

　起業するにあたり多くの困難や苦労がありましたが、大学からの起業支援を

受けたことが多くの場面で活きていると感じています。

　「次世代事業創造実践」という授業では、五月祭での出店運営を通して、

実社会での一連の企業活動を模擬体験することができ、経済の仕組みを理

解することができました。「起業を知ろう」という授業では、企業において陥り

がちな失敗例やビジネスに対する考え方を学ぶことで、起業に伴って起こる

問題やリスクを回避することができたと感じています。また、よく利用している

U-teraスタートアップスタジオ（学内の人的・物的資源を基盤とした大学産
業院教員の全面的な伴走支援により、徳島大学発スタートアップ企業の支援

を行います。）では、同じ志を持つ方が集まる場所なので、会社の経営相談

や刺激をもらうことができ、起業後の経営に関してもとても役に立っています。

　学生起業をするにあたって、大学から多くのサポートを受けることができまし

た。学生で起業を目指す方がいればぜひ起業支援の取組を利用してみてくだ

さい！

代表  
総合科学部公共政策コース 4年 

髙木 有紗 （たかぎ ありさ）

株式会社 OSATO

図1 徳島大学まちしごとファクトリーの構成

まちしごとファクトリー
（徳島大学フュー
チャーセンターで）

認知度向上のため在学生に対して行ったプレゼン

会議の様子

特集 徳島大学のアントレプレナーシップ教育

代表  
大学院創成科学研究科
理工学専攻 1年

小柳 功王  （こやなぎ こうき）

副代表  
大学院創成科学研究科
理工学専攻 1年

畠中 健斗 （はたなか けんと）
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最
先
端
研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

ぱ
り
〝
失
敗
は
成
功
の
も
と
〞。
し
か

し
失
敗
を
放
置
し
て
も
成
功
に
は
結
び

つ
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
研
究
を
積
み
重

ね
る
中
で
、
時
々
、
あ
の
時
の
失
敗
は

こ
う
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
失

敗
を
論
理
的
に
考
え
る
、す
な
わ
ち〝
失

敗
の
言
語
化
〞
を
試
み
る
ん
で
す
よ
。

そ
う
す
る
と
『
あ
の
と
き
の
失
敗
は
こ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
』
と
失
敗
の

本
質
が
明
ら
か
に
な
り
一
挙
に
成
功
へ

の
道
筋
が
開
け
る
瞬
間
が
あ
り
ま
す
。

将
来
研
究
者
に
な
ら
な
く
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
力

を
発
揮
で
き
る
人
間
に
育
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
物
事
を
論
理
的

日
本
薬
学
会
賞
受
賞
と
30
年
ぶ
り
の

リ
バ
イ
バ
ル
研
究
に
沸
く
研
究
室

2
0
0
5
年
に
徳
島
大
学
に
赴
任

以
来
手
が
け
て
き
た
研
究
の
集
大
成

「
自
然
に
学
ぶ
ペ
プ
チ
ド
・
タ
ン
パ
ク

質
化
学
の
開
拓
」
に
よ
り
、
薬
学
会
を

代
表
す
る
研
究
業
績
を
あ
げ
世
界
の

学
術
進
歩
に
著
し
く
貢
献
し
た
研
究

者
に
授
与
さ
れ
る
日
本
薬
学
会
賞
を

2
0
2
2
年
春
に
受
賞
し
た
大
髙
先

生
。
自
然
界
の
タ
ン
パ
ク
質
に
見
出
さ

れ
る
ふ
し
ぎ
な
現
象
の
本
質
を
科
学
的

に
解
釈
し
、
ペ
プ
チ
ド
や
タ
ン
パ
ク
質

化
学
の
発
展
に
資
す
る
様
々
な
方
法
論

の
創
出
に
繋
げ
た
こ
の
研
究
は
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
出
来

事
が
。『
薬
学
部
だ
よ
りvol.

30
』（
※
）

で
も
紹
介
さ
れ
た
30
年
ぶ
り
の
リ
バ
イ

バ
ル
研
究
で
す
。

「
私
が
大
学
院
の
頃
に
手
が
け
て
い

た
研
究
で
、
当
時
失
敗
の
山
を
築
い
て

い
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

研
究
活
動
が
思
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
な

い
と
き
当
時
の
失
敗
を
思
い
出
し
、『
だ

け
ど
こ
ん
な
展
開
が
あ
る
か
も･･･

』

と
学
生
に
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
話
か

ら
思
わ
ぬ
幸
運
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
学
生
が
あ
る
物
質
の
合

に
考
え
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

も
っ
と
も
有
効
な
訓
練
法
は
正
し
い

日
本
語
で
し
っ
か
り
と
し
た
文
章
を
書

い
て
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
、
そ
の
重

要
性
は
学
生
た
ち
に
繰
り
返
し
伝
え
て

い
ま
す
。

物
事
を
考
え
る
と
き
私
た
ち
日
本
人

は
日
本
語
で
思
考
し
ま
す
。
論
理
的
思

考
に
は
、
正
し
い
日
本
語
で
し
っ
か
り

し
た
文
章
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
で
き
た
ら
次
は

英
語
で
書
け
る
よ
う
に
訓
練
す
る
。
英

語
で
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
今
度
は

日
本
語
が
さ
ら
に
う
ま
く
な
り
ま
す
。

　

研
究
を
通
じ
て
、考
え
を
日
本
語
や

英
語
を
問
わ
ず
論
理
的
に
ま
と
め
上
げ

る
、そ
う
し
た
積
み
重
ね
が
人
と
し
て
の

成
長
に
も
繋
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

想
定
外
の
デ
ー
タ
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
到
来
の
合
図

失
敗
を
研
究
者
と
し
て
、
一
人
の
人

間
と
し
て
い
か
に
成
長
の
糧
に
で
き
る

か
、そ
の
過
程
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

「
研
究
を
し
て
い
る
と
必
ず
変
な

デ
ー
タ
が
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。
研
究

で
一
番
面
白
い
の
は
そ
う
い
う
予
期
せ

ぬ
こ
と
が
起
き
た
り
想
定
し
な
い
結
果

が
出
た
と
き
。
そ
れ
を
失
敗
と
し
て
な

か
っ
た
こ
と
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
た
だ

の
失
敗
で
す
が
、
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か

成
に
成
功
し
た
ん
で
す
。
経
緯
に
つ
い

て
は
専
門
的
に
な
る
の
で
割
愛
し
ま
す

が
、
そ
こ
か
ら
大
学
院
時
代
に
遭
遇
し

た
失
敗
の
原
因
が
明
ら
か
に
な
る
と
と

も
に
当
時
で
き
な
か
っ
た
物
質
の
合
成

に
も
成
功
し
ま
し
た
。
当
初
は
予
期
し

な
か
っ
た
方
向
に
研
究
が
展
開
し
、
毎

日
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
」。

論
理
的
思
考
を
養
う
た
め
に

不
可
欠
な
書
い
て
ま
と
め
る
作
業

「
当
時
見
つ
け
た
反
応
の
応
用
展
開

を
図
っ
て
い
た
の
で
す
が
前
述
の
ご
と

く
失
敗
の
連
続
、
学
生
に
話
し
た
時
も

ま
だ
理
由
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
合
成
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
全
く
変
え
て

学
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
そ
の
合
成

に
成
功
し
た
ん
で
す
よ
。
合
成
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
変
え
た
と
こ
ろ
、
開
発
し
た

反
応
を
別
の
角
度
か
ら
見
つ
め
る
こ
と

に
な
り
、
や
っ
と
昔
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
」。

学
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
き
っ
か
け
で

リ
バ
イ
バ
ル
研
究
に
つ
な
が
っ
た
話
は

幸
運
な
偶
然
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

〝
失
敗
を
失
敗
の
ま
ま
放
置
し
な
い
〞

と
い
う
大
髙
先
生
の
研
究
姿
勢
が
成
し

遂
げ
た
成
果
で
す
。

「
昔
か
ら
よ
く
言
い
ま
す
け
ど
、や
っ

ま
ず
原
因
を
考
え
る
。
原
因
を
考
え
た

ら
原
因
に
対
す
る
仮
説
を
立
て
る
。
そ

の
仮
説
を
実
験
に
よ
っ
て
立
証
で
き
る

の
か
ど
う
か
、
立
証
で
き
て
そ
の
失
敗

が
役
に
立
つ
よ
う
な
も
の
な
ら
そ
の
失

敗
（
実
は
こ
の
時
点
で
失
敗
は
成
功
に
変
質

し
て
い
る
の
で
す
が
）
の
更
な
る
展
開
を

模
索
す
る
。

そ
う
い
う
サ
イ
ク
ル
は
研
究
に
限
ら

ず
す
べ
て
に
お
い
て
同
じ
で
す
。
そ
の

訓
練
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
と
他
で

も
絶
対
役
に
立
ち
ま
す
」。

実
験
過
程
や
結
果
、
時
に
は
失
敗

も
、
き
ち
ん
と
言
語
化
し
て
整
理
し
残

し
て
お
く
。
そ
の
習
慣
が
研
修
の
精
度

を
あ
げ
未
来
の
自
分
を
助
け
る
力
に
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

論理的に思考する習慣を身につけ、
どんな場所でも自分の力を発揮できる人間を育てる
薬学部 教授

大髙 章 （おおたか あきら）

『薬事日報』（第12575号）に紹介された薬学会賞受賞研究

図1  研究遂行の参考としたタンパク質編成反応「インテインシステム」

大髙先生の研究室のみなさん。様々な文章のチェックは厳しく、初めは真っ赤に添削され
るそうですが、しっかりした文章、そして研究論文を書けるよう日々成長しています。

研究に大活躍しているマイクロ
ウェーブ照射型ペプチド自動合
成機（Liberty Blue）。

図2  受賞対象研究の概要

※『薬学部だより vol.30』は下記HPよりご覧いただけます。
    https://www.tokushima-u.ac.jp/ph/faculty/letter/
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研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

　
「
農
産
物
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
最

も
重
要
。
売
れ
な
け
れ
ば
産
業
と
し
て

成
り
立
た
な
い
。
で
は
、
売
れ
る
た
め

に
は
ど
う
す
る
の
か
、
売
る
た
め
の
手

段
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
生
産
者

が
ど
う
い
う
思
い
で
携
わ
っ
て
い
る
の

か
、
加
工
品
も
含
め
、
生
産
の
入
口
か

ら
出
口
ま
で
を
細
か
く
調
べ
る
の
が
こ

の
研
究
室
の
目
的
で
す
」
と
い
う
中
澤

先
生
。

そ
の
答
え
を
求
め
て
、
農
家
や
生
産

者
、
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
学
生
た
ち
。
そ
の
年
々
で
テ
ー

マ
は
異
な
る
の
で
す
が
、
今
年
度
、
特

に
力
を
い
れ
て
い
る
の
が
徳
島
の
特
産

品
、
ス
ダ
チ
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
で
す
。

徳
島
＝
ス
ダ
チ
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
て
い
ま
す
が
、
年
々
消
費
量
も
生
産

者
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
か
ら
こ
の
ま
ま
進
め
ば
デ
ー
タ

上
、
2
0
5
0
年
頃
に
は
栽
培
も
流

通
も
ゼ
ロ
に
な
る
と
予
測
。
こ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
沖
野
さ
ん
は
一
軒
一
軒
農

家
を
回
り
、
経
営
実
態
を
調
査
し
て
い

ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
ス
ダ
チ
を
使
っ
た
商
品

に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
販
売
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
い

て
、
徳
島
県
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ス

ダ
チ
に
関
わ
る
商
品
を
す
べ
て
チ
ェ
ッ

ク
。
類
似
品
も
多
く
、
乱
立
し
て
商
品

が
埋
没
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
点
を
挙

げ
、卒
業
論
文
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

元
田
さ
ん
は
香
り
成
分
に
着
目
。
品

種
ご
と
に
、
ど
れ
が
多
く
抽
出
で
き
る

か
、
搾
汁
後
の
残
渣
も
含
め
、
精
油
の

生
産
性
を
調
査
中
。
古
木
を
入
れ
替
え

る
際
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
デ
ー
タ
を

集
め
て
い
ま
す
。

精
油
は
化
粧
品
な
ど
に
も
活
用
が
見

込
め
る
の
で
す
が
、
6
次
産
業
化
に
成

功
し
て
い
る
ユ
ズ
を
参
考
に
、
加
工
や

販
売
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を

調
査
し
て
い
る
山
下
さ
ん
。
高
知
県
の

馬
路
村
農
協
、
れ
い
ほ
く
農
協
な
ど
へ

も
泊
ま
り
込
み
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

足
立
さ
ん
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を
研
究

テ
ー
マ
に
、
燃
料
の
高
騰
を
抑
え
る
た

め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
導
入
し
、
新
た

な
ス
タ
イ
ル
で
挑
戦
す
る
農
家
に
も
取

材
し
ま
し
た
。

農
業
を
取
り
巻
く
社
会
全
体
を
捉
え

て
、
よ
り
良
い
方
向
へ
進
む
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
答
え
の
な
い
世

界
の
答
え
を
求
め
て
、
奔
走
す
る
研
究

室
の
み
な
さ
ん
。
得
ら
れ
た
結
果
は
、

調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
達
へ
も
共

有
し
、
ど
う
す
れ
ば
課
題
解
決
に
繋
が

る
か
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
と
い
い
ま
す
。

中
澤
研
究
室
の
取
り
組
み
は
2
0

2
2
年
8
月
、
全
農
徳
島
県
本
部
と
徳

島
県
庁
、
徳
島
大
学
の
包
括
連
携
協
定

に
繋
が
り
、
ス
ダ
チ
の
総
合
的
な
研
究

へ
の
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
結
果
、
と
て
も
楽
し
み
で

す
。

人
と
社
会
と
農
業
を〝
産
業
〞と
い
う

視
点
で
切
り
取
る
ス
ダ
チ
香
る
研
究
室

生
物
資
源
産
業
学
部 

教
授   

中
澤 

慶
久 （
な
か
ざ
わ 

よ
し
ひ
さ
） 

研
究
室

◎ナビゲーター

生物資源産業学部 生物資源産業学科
生物生産システムコース 4年生
中澤研究室のみなさん
各自が撮ったベストショットと共に研究内容について紹介します。

研究室はスダチのいい香りが。卒業後の進路は全農
や県庁、化粧品メーカーなど。就職先を考慮し、卒業
後の仕事と直結したテーマを担当できるよう、配慮され
ているのもこの研究室の特長です。

高橋 舞 （たかはし まい） 元田 帆南 （もとだ ほなみ）

足立 悠里 （あだち ゆうり）

沖野 有希 （おきの ゆうき）

　お菓子や飲料、お酒、調味料などスダチ
と名のつく商品を、すべて写真に撮って、店
舗ごとに個数を確認。どこに陳列されていた
かにより、販売個数が予測できるので、販売
価格と合わせて分析し、売れ筋についても
調べています。最終的なデータをメーカーへ
も提供し、同じような商品の乱立を防ぎ、ス
ムーズな消費行動が行われるよう、提案でき
ればと考えています。

　スダチを搾汁したあとの残渣は7割にも及
びます。これを有効活用することで、SDGs
や生産者の収入UPに繋がればと、残渣か
ら精油を抽出し、活用したいと考えていま
す。スダチの横断面に見える油腺を数えるこ
とで、精油の生産量が分かるため、顕微鏡
観察を中心に、果実と残渣で精油の量がど
の程度違うのか、精油が多く採れるのはど
の品種かなど、実験を続けています。

　生産者が高齢ということもあり、AIや機械
の導入に抵抗感のある人が多く、機材の導
入費用も高額なため、他県に比べてスマー
ト農業の導入率が低い徳島県。農家さん
へのヒアリングの他、最新機器や導入後に
かかる燃料費や維持費についての情報も
得ようと、幕張メッセで行われた農業EXPO
も視察し、様々な角度から生産者をとりまく
状況について調べています。

　スダチの生産と栽培面積は1980年から
右肩上がりだったのが、1990年頃から下
がりはじめ、温暖化や後継者不足もあり、下
降速度はさらに早まる可能性も。スダチは半
数以上が青果で流通しているのですが、最
近、加工率の高いカボスに追い越されまし
た。生産量、流通量の減少が続く中、スダチ
＝徳島というブランドをどう考えていくか、大
きな課題だと感じています。

　高知県へ何度も泊まりがけで調査へ行
き、中でも嶺北地域は生産者の高齢化が
進んでいますが、収穫したユズの約6割が
海外へ輸出され、海外での反響が大きいこ
とに可能性を感じました。生産、加工、販売
まで熱意を持ってチャレンジしている人が多
く、将来、マーケティング戦略などに関わる
仕事をしたいと思っていたので、そうした人と
の出会いが大きな糧になりました。

スダチ商品の市場調査 果実、残渣、品種別スダチに含まれる精油の違い

 スマート農業における農業生産資源の高騰問題

スダチ生産農家の農業経営と実態

国内産ユズを用いた高度6次産業化の
取り組みに関する考察
山下 泰穂 （やました やすほ）
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「
論
文
の
読
み
方
」か
ら
始
め
る

卒
業
論
文
の
作
り
方

社
会
学
で
卒
業
論
文
を
作
成
す
る
総

合
科
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
地
域

総
合
演
習
Ⅰ
、
Ⅱ
。

地
域
総
合
演
習
Ⅰ
は
3
年
生
、
Ⅱ
は

4
年
生
が
履
修
し
ま
す
。

渡
邉
先
生
の
専
門
が
福
祉
や
医
療
に

関
す
る
社
会
学
な
の
で
、
ま
ず
は
福
祉

や
医
療
に
関
す
る
社
会
学
の
論
文
を
読

み
、
専
門
的
な
文
章
が
ど
う
い
う
も
の

か
、
読
み
方
、
書
き
方
に
慣
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

3
年
生
後
期
に
な
る
と
学
生
自
身
が

選
択
し
た
テ
ー
マ
に
添
っ
て
専
門
的
な

論
文
精
読
へ
と
進
む
の
で
す
が
、
各
自

が
選
択
し
た
テ
ー
マ
を
見
せ
て
も
ら
う

と
全
員
バ
ラ
バ
ラ
！ 

「
社
会
学
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
民

族
社
会
学
や
地
域
社
会
学
な
ど
に
分
か

れ
る
の
で
す
が
、
渡
邉
ゼ
ミ
は
「
社
会

学
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由
」
と
い
う

の
が
特
長
で
す
。

テ
ー
マ
は
違
っ
て
も

全
員
一
緒
に
成
長
す
る

授
業
は
事
前
に
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト

に
沿
っ
て
一
人
ず
つ
、
発
表
し
ま
す
。

取
材
日
は
3
年
生
の
山
田
朝
未
さ
ん
が

松
田
茂
樹
著
『
少
子
化
対
策
に
お
け
る

家
族
社
会
学
の
貢
献
と
今
後
の
課
題
』

を
読
み
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

に
関
す
る
疑
問
や
問
題
点
に
つ
い
て
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

発
表
が
終
わ
る
と
、
論
文
に
登
場
し

た
用
語
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

「
テ
ー
マ
は
違
っ
て
も
社
会
学
と
い

う
点
で
は
あ
る
程
度
共
通
点
は
あ
る
の

で
す
が
、
専
門
用
語
や
耳
馴
染
み
の
な

い
言
葉
も
出
て
き
ま
す
。
他
の
学

生
か
ら
の
質
問
を
受
け
て
、
発
表

者
が
説
明
す
る
の
で
す
が
、
自
分

の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
で
、
卒

論
で
も
そ
の
言
葉
を
使
え
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
渡
邉

先
生
。

他
の
人
の
研
究
に
も
関
心
を
持

ち
、
能
動
的
に
授
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
1
人
1
回
以
上
質
問
す
る
こ
と
を

徹
底
し
て
い
る
の
で
す
が
、
1
回
と
言

わ
ず
、た
く
さ
ん
の
意
見
が
飛
び
交
い
、

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
興
味
か
ら

社
会
の〝
今
〞が
見
え
て
く
る

少
子
化
や
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ

る
と
い
う
山
田
さ
ん
は
、「
も
と
も
と

子
供
が
好
き
で
、
今
、
問
題
に
な
っ
て

い
る
少
子
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。将
来
、

福
祉
や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
仕
事
に

就
き
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し

た
い
」と
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
そ
う
。

こ
の
日
の
発
表
は
山
田
さ
ん
だ
け
で

し
た
が
、
他
の
ゼ
ミ
生
が
ど
ん
な
テ
ー

マ
で
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
紹
介
し
ま

す
。  

※
以
下
敬
称
略   

取
材
日
は
1
名
欠
席

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
に
供
給
さ
れ
る

無
償
の
労
働
に
つ
い
て

（
4
年 

武
田 

彩
花
）

自
主
的
に
ア
ー
ト
に
関
わ
る
こ
と

で
、
芸
術
的
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
る

と
い
う
論
文
を
も
と
に
、
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
「
活
動
を
通
じ
て
ア
ー
ト
に
興
味
を

も
っ
た
か
」
な
ど
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
、
芸
術
祭
開
催
の
意
義
や
ア
ー
ト

の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
識

（
4
年 

冨
田 

み
あ
り
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
解
決
の

糸
口
は
学
校
に
あ
る
と
考
え
、
5
年

前
、
徳
島
県
に
も
導
入
さ
れ
た
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
着
目
。
心

理
相
談
業
務
も
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
ど
の
程
度
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の
協
力

を
得
て
調
査
中
。

障
害
の
な
い
社
会 

図
書
館
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー

（
4
年 

田
窪 

莉
子
）

歩
行
が
困
難
な
人
は
車
椅
子
を
使
う

こ
と
で
移
動
が
可
能
に
な
る
が
、
目
が

見
え
な
い
人
の
た
め
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

が
車
椅
子
の
障
害
に
な
る
な
ど
、
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
の
設
備
や
道
具
が
ぶ

つ
か
り
あ
う
状
況
を
改
善
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

取
り
組
む
図
書
館
に
取
材
し
、検
討
中
。

認
知
症
介
護
、
家
族
介
護

（
3
年 

舘
野 

真
衣
）

認
知
症
介
護
な
ど
に
関
わ
る
家
族
会

に
つ
い
て
も
調
べ
、
介
護
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
準
備
中
。
リ
サ
ー
チ
ク
エ

ン
ス
チ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

る
。

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
3
年 

原 

優
香
）

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
配
慮
は
徐
々
に
広
ま
っ
て
き
て
い

る
が
、
性
に
関
し
て
悩
む
子
ど
も
は

少
な
く
な
い
。
養
護
教
諭
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
連
携
等
に
よ
り
、

L
G
B
T
Q
の
子
ど
も
達
が
過
ご
し

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
を
考
え
る
。

聴
覚
障
害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
手
話

（
3
年 

佐
藤 

結
香
）

手
話
が
得
意
な
友
人
と
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
、
聾
者
が
使
う
日
本
手
話

は
聴
者
が
使
う
日
本
語
と
イ
コ
ー
ル
で

は
な
い
と
知
り
、
聾
者
と
聴
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
生
じ
る
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
に
着
目
。
双
方
の
快
適
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

S
N
S
が
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
。

L
G
B
T
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の

居
場
所

（
3
年 

梁
木 

登
代
）

渋
谷
区
で
は
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
が
あ
っ
た
り
、
新
宿
2
丁
目
は

L
G
B
T
Q
タ
ウ
ン
と
し
て
の
認
知

度
も
高
い
が
、
都
会
と
地
方
で
は
格
差

が
あ
る
。
地
方
に
住
む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
か
、
同
性
婚
に

つ
い
て
も
調
査
し
た
い
。

4
年
生
に
な
る
と
関
係
各
所
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
も

実
施
。
社
会
学
と
人
類
学
系
教
員
5
人

が
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
5
月
と
11
月

に
は
合
同
の
「
卒
論
中
間
発
表
会
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
進
行
し
て
い
る
社
会
問

題
を
自
身
の
興
味
や
関
心
か
ら
独
自
の

視
点
で
捉
え
、
研
究
に
取
り
組
む
学
生

た
ち
。
コ
ツ
コ
ツ
論
文
を
読
む
時
間
も

楽
し
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的

で
し
た
。

社
会
学
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ
は
自
由

学
生
の
着
眼
点
を
い
か
し
、社
会
問
題
を
ト
コ
ト
ン
追
求
す
る

総
合
科
学
部 

准
教
授  

渡
邉 

克
典 （
わ
た
な
べ 

か
つ
の
り
）

アンケート調査用の資料。昨年度は難病について調査するため、600部も発送したそう。2020年４月に着任した渡邉先生。これまでの卒業論文も一つとして同じテーマがないので、「同じテーマはダメですか？」と訊くと、
「その時は前の人より面白くしてもらったらOKです（笑）」。･･･ハードルが上がるようです。

取材日当日、発表を
行った山田さん。少
子化の原因は子育
て支援の不足と考
えていたそうですが、
今回の論文を通して
支援策の偏りにも気
付いたそうです。
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部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。My Campus Life

髙
橋
さ
ん
が
所
属
す
る
の
は
植
物
や

海
洋
生
物
な
ど
の
天
然
資
源
の
有
効
利

用
を
目
指
し
た
研
究
を
行
う
田
中
直

伸
先
生
の
研
究
室
。
研
究
室
メ
ン
バ
ー

は
そ
れ
ぞ
れ
1
人
1
テ
ー
マ
で
、
様
々

な
天
然
素
材
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

福
井
さ
ん
が
所
属
す
る
麻
雀
サ
ー
ク

ルLiber

（
リ
ー
ベ
ル
）
は
、
2
0
2
2

年
1
月
に
行
わ
れ
た
「
第
26
回
青
雀
旗

争
奪
学
生
麻
雀
選
手
権
」（
学
生
麻
雀

連
盟
主
催
、
朝
日
新
聞
社
後
援
）
で
優
勝

し
ま
し
た
。

「
青
雀
旗
争
奪
学
生
麻
雀
選
手
権
」

は
も
と
も
と
ペ
ア
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
は
4
人
1
チ
ー
ム
と
な

り
、
4
人
が
獲
得
し
た
合
計
点
で
競
う

シ
ス
テ
ム
に
変
更
。
全
国
か
ら
59
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
そ
の
頂
点
にLiber

が

輝
き
ま
し
た
。

麻
雀
が
強
く
な
る
コ
ツ
に
つ
い
て
伺

う
と
、「
目
の
前
の
結
果
に
こ
だ
わ
ら

テ
ー
マ
は
阿
波
晩
茶
。
研
究
室
で
は
以

前
か
ら
阿
波
晩
茶
に
興
味
を
も
ち
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
扱
い
た
い
と
思
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
阿
波
晩
茶
の
中
で
も
上
勝

町
神
田
地
区
で
作
ら
れ
る
神
田
茶
の
農

家
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
い
こ
と
」
な
ん
だ
と
か
。

例
え
ば
将
棋
だ
と
数
十
手
先
ま
で
考

え
て
、
今
打
つ
べ
き
最
善
の
一
手
を
指

せ
る
か
ど
う
か
が
勝
敗
を
決
め
ま
す

が
、
麻
雀
は
「
運
も
絡
む
」
と
い
う
福

井
さ
ん
。

4
人
で
1
卓
を
囲
ん
で
行
う
ゲ
ー
ム

な
の
で
、
4
人
の
心
理
戦
と
い
う
面
も

あ
り
、
捨
て
た
牌
を
見
て
お
互
い
の
手

を
予
測
す
る
の
で
す
が
、
悟
ら
れ
な
い

よ
う
、
ブ
ラ
フ
も
あ
り
。
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ど
の
牌
を
捨
て
る
か
、
戦
術
が

モ
ノ
を
言
い
ま
す
。「
麻
雀
は
効
率
の

ゲ
ー
ム
。
こ
の
牌
を
切
っ
た
ら
、
揃
え

ら
れ
る
手
が
ど
の
く
ら
い
増
え
る
か
を

高
知
県
出
身
の
髙
橋
さ
ん
は
研
究
を

き
っ
か
け
に
初
め
て
阿
波
晩
茶
を
知
っ

た
と
い
い
ま
す
。
研
究
の
一
環
と
し
て

研
究
室
の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
早
朝

か
ら
上
勝
町
の
茶
畑
へ
赴
き
、
茶
摘
み

か
ら
茶
干
し
ま
で
一
連
の
工
程
を
体

験
・
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

阿
波
晩
茶
は
茶
葉
を
漬
け
込
み
発
酵

さ
せ
る
発
酵
茶
。
髙
橋
さ
ん
が
着
目
し

て
い
る
の
は
、阿
波
晩
茶
の
『
茶
汁
（
茶

葉
の
漬
け
汁
）』
で
す
。
漬
け
終
わ
っ

た
ら
廃
棄
さ
れ
る
『
茶
汁
』
を
健
康
食

品
の
素
材
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
有

効
利
用
法
の
開
発
を
目
指
し
て
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
阿
波
晩
茶
は
世
界
的
に
も
珍
し
い

微
生
物
発
酵
を
行
う
後
発
酵
茶
。
他
の

お
茶
に
は
な
い
茶
カ
テ
キ
ン
の
微
生
物

代
謝
物
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
着
目
し
て
今
後

さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
ど
の
よ
う
な
有

効
活
用
が
で
き
る
か
を
調
べ
て
い
き
た

い
。」
と
い
う
髙
橋
さ
ん
。
こ
れ
ま
で

に
発
見
し
た
成
分
の
な
か
に
は
抗
炎
症

活
性
や
糖
尿
病
予
防
に
役
立
つ
活
性
を

持
つ
も
の
も
あ
り
、
新
た
な
商
品
開
発

に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

生
産
者
の
高
齢
化
と
共
に
生
産
量
の

減
る
阿
波
晩
茶
。
髙
橋
さ
ん
は
「
研
究

を
地
域
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

考
え
て
打
つ
の
で
、
統
計
学
や
数
学
に

近
い
感
じ
で
す
ね
」。

「
青
雀
旗
争
奪
学
生
麻
雀
選
手
権
」

で
連
覇
を
狙
う
か
尋
ね
る
と
、「
サ
ー

ク
ル
と
し
て
ま
ず
は
み
ん
な
に
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
。
勝
つ
こ
と
が
楽
し
い

人
も
い
れ
ば
、
み
ん
な
で
打
つ
の
が
楽

し
い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
め
る
よ
う
な
構

成
に
し
て
、
結
果
と
し
て
優
勝
に
つ
な

が
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」。

岡
山
大
学
や
高
知
工
科
大
な
ど
は
、

部
活
と
し
て
取
り
組
み
、
古
く
か
ら
大

会
へ
も
参
加
し
て
い
る
強
豪
校
。Liber

の
み
な
さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

徳島の特産品・阿波晩茶の研究を
地域活性化につなげたい

目の前の結果にこだわり過ぎず
サークル全員が楽しめるような麻雀をしたい

阿波晩茶は7月～8月の一
番暑い時期に茶摘みを行
い、茶茹で、茶摺り、漬け込
み、茶干しといった工程で作
られます。「農家の方たちの
茶摘みのスピードはすごく早
くて足下にも及びませんで
した。いい経験をさせていた
だきました」と髙橋さん。

麻雀サークルLiberが
優勝した第26回青雀
旗争奪学生麻雀選手
権決勝はyoutubeの
「麻雀ウォッチ」で見
ることができます。

麻雀サークル

Liberの活動

■ 毎週月曜日・水曜日　17:00～23:00
■ 入部方法：見学、体験希望はTwitterにDMかリプを。
■ Twitter ： @Liber79430200

大会などを視野に入れた技術向上の麻雀に加え、
仲間内で和気藹 と々麻雀を打てる環境づくりを目的に
活動しています。初心者大歓迎！

茶葉を桶に漬け込み発酵さ
せて作る阿波晩茶。製造方
法や発酵に関与する乳酸
菌が異なるため生産農家ご
とに晩茶の風味がちがうの
だとか。

趣味： サウナ
部活： 麻雀サークルLiber
趣味： 料理動画のマネをする

My Life Situation
My Life Situation

蔵本キャンパス  
大学院薬学研究科 創薬科学専攻 博士後期課程 1年
髙橋 朔良 （たかはし さくら）

常三島キャンパス  
生物資源産業学部 生物資源産業学科 4年　

福井 崇人 （ふくい たかひと）
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私
は
マ
レ
ー
シ
ア
留
学
に
大
学
一
年

生
の
時
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
二
週
間
程
度
の
短
期
留
学
で
し
た

が
、
私
は
今
ま
で
留
学
経
験
は
な
く
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
の
で
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し

か
し
、
大
学
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
事
前
講
習
会
や
補
助

金
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
く
、
安
心

し
て
留
学
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。留

学
先
で
は
日
本
で
は
経
験
で
き
な

い
様
々
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
午
前

中
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
生
と
と
も
に
現

地
の
大
学
で
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
現

地
の
授
業
は
私
た
ち
の
英
語
力
に
合
わ

せ
て
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
英
語
を
学

び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も

た
く
さ
ん
行
い
、
英
語
で
班
員
と
力
を

合
わ
せ
て
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
英
語
で
自
分
の
考
え
を
表
現
す

る
こ
と
、
相
手
を
理
解
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
、
国
際
言
語
で
あ
る
英

語
を
自
由
に
操
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
班
の
み
ん

な
と
団
結
し
、
課
題
を
成
し
遂
げ
た
事

は
達
成
感
を
感
じ
る
事
が
で
き
、
素
晴

ら
し
い
経
験
で
し
た
。

留
学
先
で
は
大
学
で
の
座
学
だ
け
で

は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
観
光
地
や
、
現

地
な
ら
で
は
の
風
景
、
食
事
、
お
祭
り

な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た
。
民
族
文
化
か

ら
現
代
的
な
デ
パ
ー
ト
ま
で
幅
広
く
マ

レ
ー
シ
ア
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
モ
ス

ク
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
礼
拝
堂

で
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
女
性
が
頭
に
着

け
る
布
を
私
た
ち
も
身
に
着
け
て
礼

拝
し
ま
し
た
。
建
物
の
壮
大
さ
や
威

厳
、
そ
し
て
礼
拝
に
訪
れ
た
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
皆
さ
ん
を
実
際
に
見
て
、
日
本

で
社
会
の
授
業
で
得
た
宗
教
や
文
化
の

知
識
が
い
か
に
薄
く
、
い
か
に
自
分
が

分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
異
文
化
を
学
ぶ
経

験
は
価
値
観
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
し
た
。
食
事
に
豚
肉
は
出
て
き

ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
下
宿
し
た
先
で
は

シ
ャ
ワ
ー
は
水
し
か
出
ま
せ
ん
。
ト
イ

幼
い
こ
ろ
か
ら
の
留
学
へ
の
憧
れ
に

加
え
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
音
楽
に
も
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
、
日
本
へ
の
留
学
を
決
意
し
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
、
母
国
で
の
予
備
校

で
2
年
ほ
ど
日
本
語
を
勉
強
し
、
5
年

前
に
徳
島
へ
来
ま
し
た
。
徳
島
に
来
た

当
初
は
、
周
り
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
り
ま
し
た
。
多
く

の
人
が
阿
波
弁
や
関
西
弁
で
話
し
、
教

室
や
教
科
書
で
習
っ
た
の
と
は
異
な
っ

て
い
た
た
め
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
今
で
は
も
う
無
意

識
に
方
言
を
使
っ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
来
る
前
は
知
ら
な
い
土
地
に

行
く
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。で
も
、

実
際
に
来
て
み
た
ら
、
先
生
方
や
同
級

レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
シ
ャ
ワ
ー
が
つ

い
て
い
ま
す
。
デ
パ
ー
ト
の
ト
イ
レ
の

使
用
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
留
学

先
で
た
く
さ
ん
の
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
最

初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
こ
の
文
化
の
違

い
を
認
識
し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
日
本
で
教
科

書
を
読
ん
で
い
る
だ
け
で
は
学
べ
な
い

た
く
さ
ん
の
文
化
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
と
英
語
だ
け

で
は
な
く
、
異
文
化
の
見
方
、
付
き
合

い
方
、
理
解
し
受
け
入
れ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

現
地
で
は
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き

ま
し
た
。み
ん
な
で
同
じ
歌
を
歌
っ
て
、

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
、
食
事
を
し
て
た
く

さ
ん
の
交
流
を
し
ま
し
た
。
言
語
が
あ

ま
り
伝
わ
ら
な
く
て
も
、
文
化
が
違
っ

て
も
友
達
に
な
る
こ
と
に
大
き
な
問
題

は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
留
学
で

私
は
、
価
値
観
を
豊
か
に
し
、
異
文
化

生
が
と
て
も
仲
良
く
し
て
く
れ
、
一
生

の
友
も
作
る
こ
と
が
で
き
て
、
新
し
い

故
郷
を
得
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
2
0
1
7
年
に
阿
南
高
専
に

入
学
し
た
と
き
も
そ
う
で
し
た
が
、
今

年
4
月
に
徳
島
大
学
大
学
院
に
入
学
し

た
と
き
も
、
研
究
室
で
同
じ
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
通
話
チ
ャ
ッ

ト
で
世
間
話
を
し
た
り
し
て
、
研
究

室
の
外
で
も
繋
が
る
絆
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
ど
こ
に
い
て
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
居
心
地
が
い
い
で
す
。

こ
の
優
し
い
出
会
い
は
大
学
に
限
ら

ず
、
様
々
な
場
面
で
感
じ
ま
し
た
。
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
方
々
、

公
園
や
駅
で
声
を
か
け
て
く
れ
た
人
た

を
受
け
入
れ
、
素
晴
ら
し
い
友
人
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

格
別
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
海
の
近
く
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
現
地
の
海
鮮
料
理
を
み

ん
な
で
夕
焼
け
を
見
な
が
ら
食
べ
た
こ

と
で
す
。
現
地
で
仲
良
く
な
っ
た
友
人

た
ち
と
話
し
な
が
ら
食
事
し
、
海
に
沈

ん
で
い
く
夕
焼
け
に
み
ん
な
と
一
緒
に

感
動
し
た
こ
と
は
四
年
経
っ
た
今
で
も

思
い
出
し
ま
す
。

ち
、
い
き
つ
け
の
店
で
い
つ
も
の
注
文

を
覚
え
て
く
れ
た
店
員
さ
ん
、
み
ん
な

私
に
親
切
に
し
て
く
れ
て
、
故
郷
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
マ

レ
ー
シ
ア
の
西
北
に
あ
る
ケ
ダ
州
出
身

で
す
。
の
ん
び
り
し
た
田
舎
で
、
人
々

は
誰
と
で
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
接
し
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
雰
囲
気
が
徳
島
に
似

て
い
る
た
め
か
、
思
っ
た
以
上
に
徳
島

で
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

そ
う
と
は
い
え
、
今
で
も
慣
れ
な
い

日
本
の
文
化
も
あ
り
ま
す
。
特
に
季
節

に
対
す
る
意
識
や
こ
だ
わ
り
で
す
。
春

の
桜
の
花
見
、
夏
の
蝉
の
鳴
き
声
、
秋

の
秋
鮭
な
ど
、
日
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

季
節
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
春

夏
秋
冬
の
な
い
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
「
季

節
感
」
が
存
在
し
な
い
の
で
、
季
節
ご

と
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
日
本
は
「
異
文

化
」
で
す
。
5
年
過
ご
し
て
き
て
も
、

私
に
は
「
夏
は
暑
い
、
そ
れ
以
外
は
寒

い
」
と
い
う
季
節
の
印
象
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

勉
学
の
場
面
で
も
苦
労
し
て
い
ま

す
。
外
国
語
で
あ
る
日
本
語
で
行
わ
れ

る
専
門
用
語
の
多
い
難
解
な
講
義
で

は
、
人
一
倍
学
習
が
必
要
で
す
。
徳
島

大
学
で
は
留
学
生
の
た
め
に
講
義
資
料

を
英
訳
し
て
く
だ
さ
る
教
授
も
い
ら
っ

し
ゃ
り
、
講
義
中
で
も
内
容
に
つ
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。
私
は
情
報
工
学
を
専
門
と
し

て
お
り
、
自
然
言
語
処
理
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
人
間
が
使
う
言

葉
が
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

日
本
語
の
「
丁
寧
語
」
や
「
尊
敬
語
」

を
知
っ
て
、
ま
す
ま
す
そ
れ
を
実
感
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
問

題
を
情
報
技
術
で
解
決
し
よ
う
と
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

大
学
院
修
了
後
は
、
帰
国
し
て
日
本

で
得
た
知
識
を
母
国
の
経
済
や
社
会
発

展
の
た
め
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
国
際
交
流
活
動
を
続

け
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
の
架
け
橋
と

し
て
活
躍
し
た
い
で
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
留
学
に
つ
い
て

歯
学
部 

歯
学
科 

4
年 

橋
本 

薫 （
は
し
も
と 

か
お
る
）

第2の故郷、徳島

大学院創成科学研究科 理工学専攻 1年　　

NUR FATIHAH BINTI ROSLI 
（ヌル ファティハ ビンティ ロスリ）［マレーシア］

My Life in Tokushima

鳴門で大谷焼体験
（筆者：右側）

徳島大学HP

インターナショナル
オフィスHP

長野旅行（筆者：左端）

徳島中央公園で花見（筆者：左から4人目）

過去の海外体験記は左記徳島大学HPよりご覧いただけます。
左記QRコードよりぜひご覧ください。

インターナショナルオフィス（高等教育研究センター学修支援部門国際教育推進班）
インターナショナルオフィスは、徳島大学高等教育研究センターの組織として、本学の国際交流の拠点として、海外

協定校との連携、日本人学生の海外留学や外国人留学生の生活、日本語学習及び就職のサポートなどを行ってい

ます。同センターに置かれているアドミッション部門やキャリア支援部門などと連携をし、本学の学生への支援を実施

していますので、学生の皆さんはお気軽にご相談ください。
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仕
事
内
容
に
つ
い
て

私
は
大
学
院
に
て
緑
膿
菌
に
よ
る
慢

性
感
染
症
が
難
治
性
と
な
る
機
構
の
解

明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
は

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
臨
床
検
査
技
師

と
し
て
一
般
細
菌
検
査
お
よ
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
を
主
に
担

当
し
て
い
ま
す
。

一
般
細
菌
検
査
に
お
い
て
は
、
尿
や

血
液
、
膿
汁
な
ど
の
患
者
検
体
を
培
養

し
、
菌
の
同
定
や
薬
剤
感
受
性
試
験
を

行
い
ま
す
。
社
会
人
一
年
目
の
は
じ
め

は
、
細
菌
の
一
般
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
菌
集
落
の

形
態
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
の
菌
種
の
推

定
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
病
原
性
の

高
い
菌
や
感
染
症
の
原
因
で
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
菌
を
見
落
と
さ
な
い
よ

う
に
適
切
な
結
果
報
告
に
努
め
て
い
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査

に
お
い
て
は
、
抗
原
検
査
と
P
C
R

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
拡
大
時

期
は
検
査
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
非
常

に
忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
世
界
規
模
の

感
染
制
御
に
役
立
て
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

進
路
に
つ
い
て
在
学
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

修
士
研
究
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
P
C
R
を
含
む
様
々
な

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
仕
事
内

容
に
は
関
連
の
な
い
実
験
も
あ
り
ま
し

た
が
、
研
究
内
容
を
総
括
す
る
能
力
、

実
験
の
デ
ー
タ
解
析
や
考
察
力
を
養
っ

た
こ
と
は
今
で
も
働
く
中
で
非
常
に
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
を
進

め
る
上
で
多
様
な
分
野
の
人
々
と
交
流

し
た
経
験
が
、
円
滑
な
人
間
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
り
、
チ
ー
ム
医
療
の
貢
献

に
活
か
せ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
知
識
が
就
職
先
や

進
路
に
直
接
関
連
が
な
く
と
も
、
培
っ

た
能
力
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
し
発
揮

す
る
こ
と
が
就
職
活
動
を
す
る
う
え
で

重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患

（nonalcoholic fa�y liver disease: N
AF

LD

）
は
、非
飲
酒
者
（
※
）
に
み
ら
れ
る

脂
肪
肝
（
＃
）
で
す
。
N
A
F
L
D
は

肥
満
者
や
内
臓
肥
満
に
生
活
習
慣
病

を
合
併
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

N
A
F
L
D
罹
患
者
は
肝
硬
変
や
肝

が
ん
発
症
が
高
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、

大
腸
癌
の
前
癌
病
変
で
あ
る
大
腸
腺
腫

や
食
道
腺
癌
の
発
生
母
地
と
な
り
う
る

逆
流
性
食
道
炎
が
増
加
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
心
血
管
疾
患
や

脳
血
管
疾
患
の
発
生
が
高
ま
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
お
り
、
N
A
F
L
D
は

肝
臓
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
合
併
症
に

よ
り
命
の
危
険
を
脅
か
す
疾
患
と
し
て

最
近
は
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

N
A
F
L
D
の
頻
度
は
、
食
事
を

含
め
た
生
活
習
慣
な
ど
の
欧
米
化
な
ど

に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
健
診
受
診

者
に
お
い
て
は
、
2
0
0
1
年
頃
で

は
N
A
F
L
D
は
約
19
％
で
し
た
が
、

2
0
1
0
年
頃
に
は
約
30
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。
成
人
の
男
性
の
約
40
％
、

女
性
の
約
18
％
が
N
A
F
L
D
で
、

若
年
者
で
も
N
A
F
L
D
は
増
加
し

て
お
り
、
0
〜
29
歳
で
は
男
性
の
15
〜

18
％
、
女
性
の
5
％
前
後
、
小
児
で
は

4
〜
10
％
、
肥
満
児
で
は
15
〜
55
％
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
N
A
F
L
D

は
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進
行
し
や
す

い
〝
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
〞
と

病
態
が
比
較
的
進
行
し
に
く
い
〝
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
〞
に
分
類
さ
れ

ま
す
が
、
健
診
レ
ベ
ル
で
の
採
血
や
診

察
で
は
区
別
す
る
の
が
難
し
い
た
め
、

N
A
F
L
D
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
N
A
F
L
D

の
治
療
薬
は
世
界
中
で
開
発
中
で
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
異
的
な
効
果
を

示
す
薬
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
肥
満
や
食
事
な
ど

の
生
活
習
慣
な
ど
を
見
直
す
こ
と
で

N
A
F
L
D
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
や
、
軽
度
の
N
A
F
L
D
の

肝
臓
か
ら
正
常
な
肝
臓
に
戻
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
①
食
事
な
ど
の
食
生
活
を
見
直

す
②
適
度
な
運
動
を
行
う 

こ
と
が
必

要
で
す
。

①
の
食
生
活
に
つ
い
て
は
「
適
度
な

カ
ロ
リ
ー
の
制
限
」「
適
度
に
炭
水
化

物and/or

脂
質
摂
取
を
減
ら
す
」「
食

事
の
改
善
を
続
け
る
」
の
3
点
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

◎
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
、
果
糖
を
多
く

含
む
清
涼
飲
料
水
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
の
と

り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ラ
ー
ド
や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
の

油
は
飽
和
脂
肪
酸
が
多
い
の
で
控

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
紅

花
油
、
コ
ー
ン
油
な
ど
の
リ
ノ
ー

ル
酸
を
多
く
含
む
油
を
使
用
し

た
揚
げ
も
の
や
炒
め
も
の
の
と
り

過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
を
含
む
マ
ー

ガ
リ
ン
や
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
を
使
用

し
た
菓
子
パ
ン
や
洋
菓
子
な
ど
の

と
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
を
多
く

含
む
青
魚
や
ビ
タ
ミ
ン
E
を
含

む
緑
黄
色
野
菜
を
積
極
的
に
と

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
の
運
動
に
つ
い
て
は
、

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

水
泳
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
週

3
〜
4
回
、
30
分
以
上
行
い
ま

し
ょ
う
。

◎
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ヨ
ガ
な
ど
の

運
動
を
加
え
る
と
、
筋
肉
量
が
増
加
し

て
基
礎
代
謝
も
高
ま
る
の
で
更
に
効
果

的
で
す
。

◎
急
に
運
動
を
し
す
ぎ
て
関
節
や
筋
肉

な
ど
に
負
担
を
か
け
過
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

減
量
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
、

食
生
活
の
改
善
お
よ
び
運
動
を
焦
ら
ず

ゆ
っ
く
り
慣
れ
な
が
ら
継
続
し
て
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
治
療
が
必
要

な
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
あ
る
方
や
他
の
疾
患
で
治
療
を
受

け
て
い
る
方
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
で
①
②
の
食
事
・
運
動
療
法
を
行
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生
の
皆
さ

ん
は
今
か
ら
N
A
F
L
D
の
予
防
を
し

て
お
く
こ
と
が
卒
業
後
に
健
康
で
継
続

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
体
の
基
礎
に

繋
が
り
ま
す
の
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
が
学
生

の
皆
さ
ん
の
食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣

の
見
直
し
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。
ま
た
何
か
ご
質
問
等
が

あ
れ
ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
健
康
支
援

セ
ン
タ
ー
保
健
管
理
部
門
で
ご
対
応
致

し
ま
す
の
で
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

村田 梨菜さん  （むらた りな）

①所属 ： 徳島大学病院医療技術部
            臨床検査技術部門検査部（2年目）
②出身 ： 沖縄県
③略歴 ： 2021年3月 
            大学院保健科学教育部
            保健学専攻（医用検査学領域）修了

Enterococcus casseliflavus 
(ヒツジ血液寒天培地)

PCR 電気泳動 操作

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の菌体間の相同性を比較するPCR-based ORF Typing（POT法）をしているところ

正常な肝臓からNAFLDへの進展

学生の皆さん、
NAFLD（非アルコール性脂肪性肝疾患）
に注意！ キャンパスライフ健康支援センター 保健管理部門 教授

曽我部 正弘 （そがべ まさひろ）

（※）飲酒量が男性30g / 日以
下、女性20g / 日以下を指す。
（約10g＝5%ビール250ml 
or 日本酒0.5合 or 7%酎ハ
イ180ml or ワイン100ml）
（＃）アルコール性肝障害やウイ
ルス肝疾患が原因の脂肪肝は
除く。
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サークル紹介

年間の活動
  4月　新歓 / BBQなど
  5月　徳島県選手権 / 中四国インカレ
  6月　西日本インカレ
  7月　四国インカレ
  8月　全日本インカレ
  9月　全日本大学駅伝予選会
10月　中四国学生個人選手権 
         役員交代（総会）

年間の活動
  4月　新入生歓迎
12月　かるた納め
参加予定の大会
■ 全日本大学かるた選手権大会   ■ 全国競技かるた香川大会
■ 全国競技かるた松山大会         ■ 競技かるた初段認定徳島大会

（※新型コロナウィルス感染拡大の影響で大会等の開催日程が変更、
延期・中止になることが多いため、開催時期は未定。状況により、兵庫大会や
岡山大会にも参加予定）

11月　中四国学生駅伝
12月　香川大学定期戦
  1月　追いコン
  2月　四国合同合宿
  3月　五大学合同合宿

年間の活動
  6月　第1回硬筆・毛筆書写技能検定試験
  8月　東南光先生遺作展
  9月　合宿
11月　第2回硬筆・毛筆書写技能検定試験
  1月　第3回硬筆・毛筆書写技能検定試験・
　　　 書き初め会
  3月　書道展（書道部、OB会）

年間の活動
  4月　新入生歓迎会
  6月　インカレ
  8月　夏季練習
  9月、10月　秋季リーグ戦
12月　忘年会
  1月　冬季練習
  2月　追いコン
  3月　春季リーグ戦

部活
■ 月曜、火曜、木曜 16:30～19:30
   （短距離） 毎週月曜 18:00～20:00、水曜 16:30～20:20、土曜10:00～12:00
   （長距離） 毎週月曜、水曜、木曜  16:30～19:30、土曜10:30~12:00
■ 場所： 徳島市陸上競技場、総合グラウンド
■ 入部方法： 練習見学
■ Twitter： @UoTTandF
■ Instgram： tokushima.u__tf

部活
■ 水曜16:00～20:00、金曜14:00～18:00
■ 場所： 常三島キャンパス 体育館2階 和室
■ 入部方法： 練習見学・体験  （InstagramのDMにてお問い合わせを。）
■ Twitter： あり※現在は更新を停止
■ Instagram： tokudai_karuta

部活
■ 金曜16:00～18:00
■ 場所： 書道部部室
■ 入部方法： 練習見学
■ Instgram： tokudai_syodou

部活
■ 平日自主練、土曜 全体練習12：00～16：00
■ 場所： 総合グラウンド
■ 入部方法： 練習見学など（※総合グラウンドに顔をだしてくれたら大丈夫です）
■ Twitter： ＠tokushima_bb
■ Instagram： tokushima_baseball

主将アピール

主将 吉冨 聖矢（よしとみ せいや）

       理工学部 理工学科 2年

陸上競技部は、互いに切磋琢磨し合いながら練
習を行なっています。短距離、中長距離、投てき、
跳躍、マネージャーなど様々な学生が在籍してお
り、普段はパートごとに分かれて練習をしています
が、インカレなどの大会になるとパートの枠を超え
て一致団結し、団体や個人での入賞を目指しま
す。徳島大学の代表として活躍できるよう努力し
続けますので、何卒応援よろしくお願いします！

部長アピール

部長 本村 優心（もとむら まこ）

       総合科学部 社会総合科学科 2年

競技かるた部は、一から部員を集めて 2022年
度から活動を再開しました。部員はまだ10人と少
ないですが、初心者から段位を持っている部員ま
で幅広く所属しています。学年男女問わず仲が
良く、日々和気あいあいと活動しており、ゆるく部
活動をしてみたい人にぴったりだと思います！ も
ちろん、本気でかるたに取り組みたい方も大歓迎
ですので、気軽に見学・体験に来てくださると嬉し
いです！

部長アピール

部長 川邉 千尋（かわべ ちひろ）

       総合科学部 社会総合科学科 1年

人数が足りなくて3年間廃部になっていましたが、
2022年から再開しました。書道部には色々な道
具があり、和紙や色紙、短冊やハガキなどさまざま
なものに書くことが出来ます。毎回、季節に合わ
せてお題を決め、それに関する言葉を自由に書い
ています。みんなでアドバイスし合ったり、話をした
り、楽しい部活です。合宿はコロナの関係で休止
していますが、BCPレベルが下がれば行う予定
です。字が綺麗になりたい人大歓迎！

キャプテンアピール

キャプテン 岡田 一真（おかだ いっしん）

             総合科学部 社会総合科学科 3年

私たち硬式野球部には監督がおらず、選手たち
が創意工夫しながら練習を行っています。楽しく
野球することをモットーに、やる時はしっかりやるよ
うにしています。先輩後輩問わず仲が良いところ
も私たちの良いところだと思います。実力のある
選手も多くいるので楽しく野球したい人、上を目指
したい人など様々な人大募集です。

陸上競技部競技かるた部

書道部硬式野球部

Instgram

Instgram

Instgram
Twitter

InstgramTwitter
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3年ぶりに対面式で開催
徳島大学大学祭
蔵本祭＆常三島祭

2022年10月22日、23日に蔵本キャンパスの蔵本祭、29日、30日に常三島キャンパスの常三島祭を開催しました。
3年前と同じ基準での開催ではありませんでしたが、大学祭実行委員会メンバーをはじめ、

在学生や卒業生の皆さんが結束したことで、「普通の（コロナ禍前どおりの）大学祭を開催したい」という
学生たちの思いが実現しました。ぜひ学生たちのはじける笑顔をご覧ください。

Twitter
#蔵本祭   
#常三島祭2022で検索

準備風景から開催までのカ
ウントダウン、当日の大学祭
の様子などリアルタイムな様
子は、Twitterにも投稿され
ています。ぜひご覧ください。 Twitter
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え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
校
生

活
を
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
少
し
ず

つ
恩
返
し
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。」
な
ど
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
学
生
の
修
学
や
課
外
活

動
等
が
充
実
し
て
い
く
よ
う
、
引
き
続

き
学
生
に
寄
り
添
い
支
援
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
も
徳
島
大
学
の
取
組

及
び
徳
島
大
学
基
金
の
充
実
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

徳
島
大
学
病
院
に「
脳
卒
中・心
臓
病
等

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た

徳
島
大
学
病
院
に
新
設
し
た
「
脳
卒

中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
診
療
の
ほ
か
、
地
域
の
循
環
器
病
患

者
・
家
族
へ
の
相
談
支
援
及
び
地
域
の

医
療
機
関
と
の
連
携
、
循
環
器
病
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
患
者
と
家
族
に
限

ら
ず
、
県
内
在
住
者
な
ら
ど
な
た
で
も

無
料
で
利
用
で
き
る
相

談
窓
口
も
開
設
し
て
い

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル

事
業
に
採
択
さ
れ
た
も

の
で
、
応
募
し
た
全
国

32
病
院
か
ら
本
学
を
含

む
12
病
院
が
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
4
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
受
賞
が

決
定
し
ま
し
た

令
和
4
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の

方
々
の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

端
野 

道
夫

元
工
学
部
教
授
、
徳
島
大
学
名
誉
教
授

教
育
研
究
功
労

技
術
で
す
。
本
シ
ス
テ
ム
を
用
い
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
で
苦
し
ん

で
い
る
方
や
、
一
人
暮
ら
し
で
重
症
不

整
脈
に
お
び
え
て
暮
ら
す
方
々
も
安
心

し
て
在
宅
で
生
活
で
き
、
か
つ
、
新
型

リ
ー
生
命
科
学
財
団
生
物
有
機
科
学
研

究
所
統
合
生
体
分
子
機
能
研
究
部
の
村

田
佳
子
特
任
研
究
員
、
東
京
大
学
大
学

院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
応
用
生
命
工

学
専
攻
の
寺
田
透
准
教
授
、
京
都
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
の
深
井

周
也
教
授
ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

イ
ネ
科
植
物
が
土
壌
中
の
ム
ギ
ネ
酸
鉄

を
吸
収
す
る
機
構
を
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

タ
ー
の
立
体
構
造
解
析
に
基
づ
い
て
解

明
し
ま
し
た
。

本
研
究
成
果
に
よ
り
、
不
良
土
壌
を

農
耕
地
と
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

加
速
さ
れ
、
S
D
G
s
「
2.
飢
餓
を

ゼ
ロ
に
」
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

海
外
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

11
月
30
日
、
テ
ク
ニ
オ
ン

–

イ
ス
ラ

エ
ル
工
科
大
学Sara Lev

博
士
を
講

師
に
お
招
き
し
、
海
外
特
別
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。

本
講
演
会
は
、
大
学
関
係
者
、
徳
島

県
立
高
校
の
教
諭
・
A
L
T
（
外
国
語

指
導
助
手
）、
県
内
企
業
等
の
研
究
者

を
含
む
56
名
の
方
が
「
起
業
家
教
育
」

に
つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

専
門
的
な
起
業
家
教
育
の
豊
富
な
経

験
を
持
ち
、
テ
ク
ニ
オ
ン
で
の
主
要
な

起
業
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
M
B
A
コ
ー
ス
」
を
設
立
し

て
、テ
ク
ニ
オ
ン
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
&
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
（
t-

h
u
b
）
に
お
い
て
、
学
生

を
お
招
き
し
、
学
内
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
皆
様
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
様
々
な
分
野
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
関
連
企
画

「
鼎
談 

三
宅
速
」を
開
催
し
ま
し
た

12
月
18
日
、
徳
島
が
生
ん
だ
名
医
・

三
宅
速
（
1
8
6
6
年
〜
1
9
4
5
年
）

の
功
績
を
多
面
的
に
紹
介
す
る
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
『
鼎
談　

三
宅
速
』
を
日
亜

会
館
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
に
て
開
催
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
約
1
2
0
名

に
ご
聴
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
1

階
展
示
室
に
お
い
て
、
医
学
部
医
学
科

同
窓
会
「
青
藍
会
」
の
後
援
を
得
て
開

催
中
の
企
画
展
「
阿
波
の
名
医
」
の
関

連
企
画
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
三
宅

速
は
、
穴
吹
町
（
現
・
美
馬
市
）
に
生

ま
れ
、
最
新
の
外
科
技
術
に
よ
っ
て
近

代
日
本
の
医
療
の
発
展
に
寄
与
し
た
人

物
で
、
展
示
室
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
医
学
部
の
島
田
光
生
教
授

か
ら
は
「
引
導
を
わ
た
せ
る
医
者
と
な

れ
」、永
廣
信
治
名
誉
教
授
か
ら
は
「
脳

神
経
外
科
手
術
の
先
駆
者
」
と
そ
れ
ぞ

れ
題
し
、
三
宅
速
が
残
し
た
医
学
的
功

績
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
学

部
の
笠
原
二
郎
准
教
授
か
ら
は
「
顕
彰

と
継
承
」
と
題
し
て
ゆ
か
り
の
写
真
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
福
井
清
副
学
長
進
行
の
下
、
講

演
者
3
名
に
よ
る
鼎
談
を
行
い
、
来
場

者
や
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
か
ら
の
質
問

に
も
答
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
日
本
の
医
学
に
貢

献
し
た
方
の
業
績
を
学
ぶ
機
会
は
な
か

な
か
な
い
の
で
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち

で
聴
け
た
」「
徳
島
に
関
わ
る
偉
人
を

掘
り
起
こ
し
て
、
地
域
と
し
て
共
有
し

て
い
く
活
動
は
、
今
後
の
地
域
活
性
化

を
考
え
る
と
き
に
重
要
な
要
素
だ
と

思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
地

域
が
生
ん
だ
名
医
・
三
宅
速
を
見
つ
め

直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

徳
島
県
発
明
工
夫
展
で

〝
徳
島
市
長
賞
〞を
受
賞
し
ま
し
た

10
月
13
日
、
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
2
0
2
2
に
お
い
て
、

第
61
回
徳
島
県
発
明
工
夫
展
の
授
賞
式

が
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
、

病
院
歯
科
麻
酔
科
の
藤
原
茂
樹
助
教
ら

の
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
遠
隔
地
お
よ

び
自
宅
療
養
患
者
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
の
急
変
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
察
知

す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
徳
島
市
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。　

今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
研
究

は
、
既
存
の
医
療
機
器
か
ら
得
ら
れ

た
生
体
情
報
（
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
）
を

7
0
0
M
H
z
〜
2.

45
G
H
z
帯
域
の

電
波
で
送
信
し
、
パ
ソ
コ
ン
側
に
あ
る

受
信
機
で
受
信
し
た
の
ち
、
医
療
機
関

な
ど
へ
時
差
な
く
送
信
し
、
遠
隔
地
に

居
住
す
る
方
や
在
宅
療
養
さ
れ
て
い
る

方
な
ど
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
急
変
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
察
知
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
の
送
受
信
を
可
能
に
し
た
の
が
、

本
学
情
報
セ
ン
タ
ー
と
群
馬
医
療
福
祉

大
学
臨
床
工
学
専
攻
科
の
通
信
情
報

瑞
宝
双
光
章

山
本 

久  

元
図
書
館
事
務
部
長

文
部
行
政
事
務
功
労

瑞
宝
双
光
章

寺
尾 

昌
剛   

元
歯
学
部
事
務
部
長

文
部
行
政
事
務
功
労

瑞
宝
単
光
章

宮
川 

操   

元
病
院
副
看
護
部
長

看
護
業
務
功
労

研
究
成
果「
植
物
が
根
か
ら
鉄
を
吸
収

す
る
機
構
の
解
明 

―
不
良
土
壌
を
改
善

す
る
次
世
代
肥
料
の
開
発
に
期
待
―
」を

発
表
し
ま
し
た

徳
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

の
難
波
康
祐
教
授
、
理
化
学
研
究
所
生

命
機
能
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
タ
ン
パ
ク

質
機
能
・
構
造
研
究
チ
ー
ム
の
山
形
敦

史
上
級
研
究
員
、
白
水
美
香
子
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
、
公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
入
院

し
た
く
て
も
で
き
な
い
と
い
っ
た
医
療

崩
壊
の
歯
止
め
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

学
生
支
援
ク
ー
ぽ
ん
の
贈
呈
式
を

開
催
し
ま
し
た

11
月
10
日
、
学
長
室
に
お
い
て
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
者

1
1
4
名
の
皆
さ
ま
か
ら
賜
っ
た
ご

支
援
を
原
資
の
一
部
と
し
た
学
生
支
援

事
業
「
学
生
支
援
ク
ー
ぽ
ん
」
の
贈
呈

式
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
学
生

支
援
ク
ー
ぽ
ん
（
5
0
0
0
円
分
）
は
、

地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ご
協

力
の
も
と
食
品
や
生
活
用
品
を
購
入
で

き
る
も
の
で
、
6
1
5
名
の
学
生
へ
配

付
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
支
援
対
象
と
な
っ
た
学
生

の
代
表
者
5
名
に
、
河
村
学
長
か
ら

ク
ー
ぽ
ん
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
学
長
と

の
懇
談
会
で
は
、
河
村
学
長
か
ら
「
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
託
さ
れ
た
思
い
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
日
々
の
学
生
生

活
に
大
切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。」、

学
生
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の
人
に
支

と
と
も
に
大
学
教
員
の
指
導
を
担
当
さ

れ
て
い
るSara Lev

博
士
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
お
け
る
国
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
の
政
策
と
制
度
や
テ
ク

ニ
オ
ン
に
お
け
る
起
業
家
教
育
の
内
容

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
知
の
創
造
と
研

究
成
果
の
論
文
発
表
に
重
き
を
置
く
ア

カ
デ
ミ
ア
と
知
財
の
産
む
収
益
の
確
保

と
そ
の
機
密
保
持
に
重
き
を
置
く
産
業

界
の
間
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
相
違
と

ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
に
つ
い
て
具
体
的
に

説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本
学
で
は
、
今
後
も
海
外
か
ら
講
師



26 25

読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・ご
質
問
に

一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、と
くtalk

編
集
専
門
部
会
か
ら

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
の
言
葉

メールマガジン とくだい通信

徳島大学の広報紹介

学生団体支援チャリティーイベントを実施しました

ガレリア新蔵展示室

教育・研究・社会貢献に関する情報や各種イベントのご案内など、様々な情報を月
1回お届けしています。ぜひ、配信登録をお願いいたします。配信先メールアドレス、
氏名、本学との関係（卒業生、保護者、所属）を明記し、koho@tokushima-u.
ac.jpへご連絡ください。どなたでもご登録いただけます。

Twitter Face bookInstagram

徳島大学公式SNS
徳島大学では、S N S（T w i t t e r、I n s t a g r a m、
Facebook、YouTube）でも大学のニュース、各種イ
ベント情報など、広く発信しております。特にTwitter、
Instagramでは、普段、大学ホームページでは発信しない
ような身近なニュース、学生の活動も発信していますので、
ぜひチェックしてみてください。フォローお待ちしております。

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学

と
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
の
活
動
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
年
に
徳
島
で
活

躍
し
た
医
師
た
ち
を
ま
と
め
、
そ
の
業
績
や
医
療
・
社

会
活
動
を
紹
介
し
た
著
書
『
阿
波
の
名
医
』（
医
学
部

医
学
科
同
窓
会
会
報
誌
『
青
藍
会
会
報
』
に
連
載
）
を
題

材
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
相
対
性
理

論
を
発
表
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
を
治
療
し
、

交
流
を
続
け
た
外
科
医
の
三
宅
速
、
近
代
産
科
学
の
創

始
者
賀
川
玄
悦
と
い
っ
た
日
本
の
医
療
界
に
顕
著
な
貢

献
を
し
た
医
師
や
、
本
学
初
代
学
長
中
田
篤
郎
を
は
じ

め
、
本
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
を
特
集
し
、
パ
ネ

ル
等
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

2
0
2
2
年
12
月
5
日
〜
11
日
、
徳
島
大
学
と
徳

大
生
を
応
援
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
学
の
学
生
団
体
の
活
動
を
卒

業
生
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
広
く
認
知
・
共
感
い

た
だ
く
場
と
し
て
、
ま
た
そ
の
取
組
を
応
援
し
て
も
ら

う
機
会
に
し
た
い
と
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
特
設
サ
イ
ト
に
よ
り
応
援
投
票
と
い
う

形
で
応
援
・
支
援
に
参
加
で
き
、
各
学
生
団
体
に
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
各
団
体
が
獲
得
し
た
「
応
援

数
」
を
参
考
に
協
賛
企
業
よ
り
各
学
生
団
体
に
寄
付
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
4
0
3
5
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

応
援
と
し
て
「
投
票
」
と
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と

い
う
形
で
学
生
団
体
へ
気
持
ち
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
に
応
援
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
学
生
団
体
の
活
動
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
 医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
の
特
集
が
興
味
深
か
っ
た
で

す
。
知
識
が
な
い
自
分
に
と
っ
て
、
字

面
だ
け
で
は
理
解
し
に
く
か
っ
た
で
す

が
、
学
ん
だ
学
生
た
ち
の
将
来
が
楽
し

み
に
な
る
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
最
後

の
学
生
同
士
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
リ
ア

ル
で
よ
か
っ
た
で
す
。

A
 ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
医
光
／
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
た
め
、
ま
だ
所
属
し
て
い
る

学
生
が
お
ら
ず
、
イ
メ
ー
ジ
が
掴
み
づ

ら
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
学
が

力
を
入
れ
て
い
る
研
究
分
野
で
あ
り
、

私
た
ち
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
生
に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
S
N
S
（
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）
な
ど
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
や
学
生
の
様
子
に
つ

い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q
 マ
イ
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
な
ど
学

生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。研
究
に
サ
ー
ク
ル
活
動
と
、

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
力
一

杯
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
。

A
 ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
蔵
本
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
生
活

や
、
各
学
部
で
の
研
究
活
動
な
ど
を
、

と
くtalk

で
は
幅
広
く
取
り
上
げ
お
伝

え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
楽
し

み
に
し
て
頂
け
る
と
編
集
専
門
部
会
一

同
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

Q
 学
生
さ
ん
た
ち
の
取
り
組
み
に
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
停

滞
す
る
日
本
社
会
の
中
、
こ
の
よ
う
な

若
者
の
取
り
組
み
に
は
拍
手
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
知
っ

た
県
民
の
多
く
も
期
待
し
て
や
ま
な
い

と
考
え
ま
す
。
夢
あ
る
学
生
さ
ん
の
活

動
を
発
信
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
大
学

に
成
長
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
県
民
の
サ
ポ
ー
ト
も

得
ら
れ
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
 ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
学
の
学
生
お
よ
び
教
員
の

様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る

た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

をO
tsucle

﹇
お
つ
く
る
﹈
（https://

otsucle.jp/cf/

）
に
て
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
そ
ち
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内

容
や
目
標
、
活
動
報
告
も
随
時
更
新
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
県
民
や
全
国
の

皆
さ
ま
に
も
本
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
H
P
や

S
N
S
で
の
発
信
も
強
化
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ガレリア新蔵
ホームページ

企業賞についても、多数
の団体が受賞しました。
（詳細の結果については
こちら→

【問い合わせ】

【ランキング】

1位：ヨット部
2位：硬式野球部
3位：陸上競技部

徳島大学総務部未来創造課広報係
TEL：088-656-7021  
E-mail：kohokakari@
             tokushima-u.ac.jp


